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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに

ＰＣ鋼材の付着の有無をパラメータとしたプレキ

ャストセグメント工法のプレストレスコンクリート

（プレキャストＰＣ）柱の静的正負交番載荷試験を

行い，プレキャスト構造でのＰＣ鋼材の付着の有無

が耐震性能に及ぼす影響について検討した。

2.2.2.2.実験概要実験概要実験概要実験概要

(1)(1)(1)(1)供試体諸元および形状供試体諸元および形状供試体諸元および形状供試体諸元および形状

供試体の形状を図－１に，諸元を表－１に示す。

供試体のパラメータはＰＣ鋼材の付着の有無である。

セグメント間の継手処理はエポキシ樹脂による接着

を行っている。

(2)(2)(2)(2)実験方法実験方法実験方法実験方法

載荷は，一定軸力 2.25MPa のもとで，フーチン

グ上面から 2750mm を載荷点として水平交番載荷

試験を行った。載荷パターンは，目視によるひびわ

れ発生時で正負交番載荷後，部材回転角（載荷点水

平変位／載荷スパン）1/200rad の整数倍の変位をそ

れぞれ１サイクルずつ正負繰り返し載荷した。最大

荷重の 80％を下回った時点を部材の終局とした。

表－１　供試体諸元

プレストレス(MPa) 鋼材比(%)
供試体名

コンクリート

強度（MPa）
グラウトの有無

軸応力度

(MPa) 軸方向 水平方向 軸方向 水平方向

付着有り 1) 51.8 有

付着無し 57.1 無
2.25 5.59 2.80 0.56 0.96

3.3.3.3.実験結果実験結果実験結果実験結果

各供試体の荷重－載荷点変位履歴曲線を図－２に示す。付着有り供試体と比較して付着無し供試体は原点

指向性の強いＳ字型の履歴を示した。付着有り供試体は，部材回転角 9/200rad（δ=123.75mm）でかぶりコ

ンクリートの剥離が生じ，耐力が徐々に低下し，δ＝170mm でＰＣ鋼材が破断して耐力が最大荷重の 80%

まで低下して終局に至った。付着無し供試体は，6/200rad（δ=82.5mm）でかぶりコンクリートの剥離が始

まり耐力が徐々に低下し，9/200rad（δ=123.75mm）で耐力が最大荷重の 80%まで低下し終局に至った。付

着無し供試体と付着有り供試体の最大荷重，最大変位を比較してみると，付着無し供試体の最大荷重，最大

変位は，共に付着有り供試体を下回った。
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図－１　供試体形状
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終局時のひびわれ図を図－３に示す。ひびわれが発生

した柱基部からプレキャスト部の 1600mm までを示し

た。図中のハッチ部分はかぶりコンクリートの剥離した

部分を，点線部分はセグメントの継目を示す。ひびわれ

間隔を比較してみると付着有り供試体で 200mm，付着

無し供試体で 400mm となり，付着無し供試体の方がひ

びわれ分散性が低いことがわかる。

エネルギー吸収性能の比較を図―４に示す。両供試体

で最大耐力が異なるため，累積吸収エネルギーを最大荷

重で除して正規化を行った。正規化した累積吸収エネル

ギーは，各載荷点変位に対してほぼ一致していることか

ら，ＰＣ鋼材の付着の有無はエネルギー吸収性能に及ぼ

す影響は小さいと考えられる。ただし，ＰＣ鋼材の付着

の無い場合は，ある場合と比較して最大耐力が小さいこ

とから累積吸収エネルギー自体は小さくなっている。

残留変位の比較を図－５に示す。付着無し供試体，付

着有り供試体の残留変位は，ほぼ同程度であることから，

残留変位に対してもＰＣ鋼材の付着の有無の影響は小さ

いと言える。

4.4.4.4.まとめまとめまとめまとめ

本実験により得られた結果を以下に示す。

1) プレキャスト構造でＰＣ鋼材の付着の無いＰＣ柱は原

点指向性の強い履歴を示す。

2) ＰＣ鋼材の付着が無い場合，ある場合と比較してひび

われ分散性が低下する。

3) プレキャスト構造でのＰＣ鋼材の付着の有無は，エネ

ルギー吸収性能，残留変位に及ぼす影響は小さい。
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図－２　荷重－載荷点変位
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図－３　ひびわれ図

図－４　エネルギー吸収性能

図－５　残留変位
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